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2026 年 4 月 14 日 

各位 

RS ホールディングス株式会社 

RS ホールディングス、株式会社 RUTILEA と AI・不動産・エネルギー・データ 
センター分野における協業に向けた MOU を締結 

～AI・データ活用とエネルギー・不動産分野の融合による新たな事業機会の創出に向けて協業

推進～ 

RS ホールディングス株式会社（代表取締役社長：若林 要、以下「RSHD」）は、株式会社 RUTILEA

（代表取締役社長：矢野 貴文、以下「RUTILEA」）と、AI・エネルギー・不動産・データセンタ

ー分野における協業の検討を目的として、業務提携基本合意書（Memorandum of Understanding、

以下「MOU」）を締結いたしましたのでお知らせいたします。 
 

 

RSHD は、再生可能エネルギーによるクリーンな電力供給、最先端技術を活用した系統用蓄電

池事業、そして GX を支える不動産事業を通じて、地域と未来への貢献を目指しています。アセ

ットマネジメント力に強みを持ち、管理する再エネ発電所等の資産規模はグループ全体で 5,000 億

円超に達しており、全社が連携して確かな運用実績を築いています。 

 

一方、RUTILEA は、「AI を簡単に。すべての業務プロセスに AI が導入された社会の実現」を

ミッションに、AI サービス事業および AI インフラ事業を展開しています。自社で培った電力取

引最適化 AI を活用し、自社 GPU データセンターにおける電力調達最適化や、系統用蓄電池のア

グリゲーションサービスの提供を行っています。これらの取り組みを通じて、AI、エネルギー、

インフラを一体で捉えた事業基盤の高度化を進めるとともに、日本の脱炭素社会の実現に寄与し

ています。 

 

両社は、本 MOU に基づき、RSHD のアセットマネジメント力と RUTILEA の AI・データセン

ター領域における知見を活かし、不動産や系統用蓄電池を含む各領域において、新たな事業機会

の創出に向けた協業の可能性について検討してまいります。 

 

RSHD グループは今後も、テクノロジーとインフラを融合した新たな事業機会の創出を通じて、
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持続可能な社会の構築に貢献してまいります。 

 

■RS ホールディングス株式会社 概要 

所 在 地 東京都港区六本木 6-3-1 六本木ヒルズクロスポイント 6 階 

代 表 者 代表取締役社長 若林 要 

設 立 2019 年 6 月 

事業内容 再生可能エネルギー発電事業、系統用蓄電事業、不動産ファンド事業、海外におけ

る再生可能エネルギーへの投資事業等、関連事業を営む会社の保有を通じたグルー

プの統括・運営 

 

■株式会社 RUTILEA 概要 

所 在 地 京都府京都市中京区下丸屋町 397 番地 Y.J.K ビル 6 階 

代 表 者 代表取締役社長 矢野 貴文 

設 立 2018 年 8 月 

事業内容 AI サービス事業および AI インフラ事業 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

RS ホールディングス株式会社 広報部 

（TEL：03-6441-2946 MAIL：pr@rs-holdings.co.jp） 

以上 

 


